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　秋
葉
祭
り

放
送
決
定

　仁
淀
川
町
合
併
10
周
年
記
念
テ
レ
ビ
特
番

平
成
29
年
完
成
に
向
け

　仁
淀
川
町
新
庁
舎
が
起
工

大
渡
ダ
ム
大
橋
着
工
式

雲一つない晴天の空に鮮やかに舞う
鳥毛。秋葉祭りの華「鳥毛ひねり」が
訪れた多くの人を魅了しました。
　　　（2月11日　秋葉神社大祭）



２
月
11
日
　
土
佐
の
三
大
祭
り
の
一
つ
、

防
火
の
神
様
を
祭
る
秋
葉
神
社
の
大
祭
が

別
枝
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た

伝
統
行
事
。
当
日
は
、
練
り
行
列
を
編
成

し
た
別
枝
地
域
の
３
地
区
が
岩
屋
神
社
境

内
へ
練
り
込
み
、
そ
の
共
演
で
い
よ
い
よ

幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年
は
、
沢
渡
、
霧

之
窪
、
本
村
の
順
番
で
進
み
、
旧
関
所
番

の
市
川
家
な
ど
を
経
て
、
秋
葉
神
社
ま
で

約
３
㌔
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
晴
天
の
下
、
約
１
万
人
の
観
客
が
祭
り

の
花
形
と
呼
ば
れ
る
「
鳥
毛
ひ
ね
り
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
っ
け
い
な
身

振
り
で
会
場
を
和
ま
せ
る
祭
り
の
人
気
者

「
油
売
り
」
が
、
ひ
ょ
っ
と
こ
な
ど
の
お

面
を
か
ぶ
り
、
行
列
が
着
く
の
を
待
ち
わ

び
る
人
た
ち
の
も
と
に
舞
い
込
み
、
興
を

誘
う
。
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ
せ
る
の
も

大
き
な
役
ど
こ
ろ
で
、
神
出
鬼
没
の
道
化

役
は
い
ろ
い
ろ
な
し
ぐ
さ
で
観
客
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
武
者
装
束

の
子
ど
も
た
ち
が
太
刀
踊
り
を
披
露
。
な

ら
し
で
培
っ
た
互
い
の
呼
吸
を
合
わ
せ
、

し
な
や
か
に
踊
り
、
観
客
の
視
線
を
一
身

に
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
祭
り
は
、
時
折
汗
が
に
じ
む
晴

天
と
な
り
ま
し
た
が
、
祭
り
人
は
そ
れ
以

上
に
熱
く
、
そ
の
姿
に
観
客
も
胸
が
高
鳴

る
様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

◆ 特集 ◆ 秋葉祭り ◆◆ 特集 ◆ 秋葉祭り ◆

郷
土
の
誇
り

　
時
を
超
え
て
紡
ぐ
伝
統

　
火
事
装
束
の
若
者
が
２
人

一
組
で
毛
や
り
を
投
げ
合
う

「
鳥
毛
ひ
ね
り
」
。
大
き
く

両
手
を
広
げ
て
身
を
反
ら
し
、

く
る
っ
と
半
回
転
す
る
な
ど
、

そ
の
独
特
の
舞
は
タ
カ
や
ワ

シ
の
飛
ぶ
姿
に
も
な
ぞ
ら
え

ら
れ
る
こ
の
妙
技
を
「
鳥
毛

ひ
ね
り
」
と
い
い
ま
す
。

　
長
さ
６
・
５
㍍
の
毛
や
り

が
晴
天
の
山
里
に
舞
い
、
道

幅
の
狭
い
難
所
で
も
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
と
、
ど
っ

と
拍
手
と
激
励
の
声
が
沸
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
祭
り
の
最
大
の
見

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
憧

れ
で
す
。
鳥
毛
役
に
は
体
力

だ
け
で
な
く
、
相
手
と
の
相

性
や
呼
吸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
技
量
が
求
め
ら
れ
る
だ
け

に
、
そ
の
舞
は
一
瞬
で
観
客

を
魅
了
す
る
ま
さ
に
「
祭
り

の
花
形
」
で
す
。

祭
り
の
花
形

秋葉祭り祭
り
の
華

『
鳥
毛
ひ
ね
り
』

秋葉神社の観覧席をぎっしりと埋めた観客。その視線を一身に浴びて鳥毛ひねりの妙技が続きます

トントンチキチ、トンチキチ。祭りのおはやしに乗って練り歩き、秋葉の里は鈴なりの観客で、時ならぬ賑わいを見せていました

祭りが終わるまで、力を振り絞り、大きく身を反らせ躍動する鳥毛役。観客と鳥毛役が一本の鳥毛で一体となります《3》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《2》

「先人たちの思い」と
　　　  変わらぬ伝統を未来へ
「先人たちの思い」と
　　　  変わらぬ伝統を未来へ



　鳥
毛
役
と
並
ぶ
花
形
が
子
ど

も
た
ち
の
太
刀
踊
り
で
す
。

　太
刀
踊
り
は
12
人
で
編
成
さ

れ
、
古
式
通
り
の
順
列
で
演
じ

ら
れ
ま
す
。
３
地
区
そ
れ
ぞ
れ

唄
の
節
回
し
も
振
り
付
け
も
異

な
る
の
が
特
徴
で
す
。

　中
で
も
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、

真
剣
と
踊
り
棒
が
激
し
く
渡
り

合
う
搗
合
。
厳
し
い
練
習
で
培

っ
た
二
人
の
呼
吸
が
試
さ
れ
ま

す
。
祭
り
の
晴
れ
舞
台
で
、
子

ど
も
た
ち
は
観
衆
の
声
援
を
受

け
、
力
い
っ
ぱ
い
の
掛
け
声
で

太
刀
踊
り
を
披
露
。
観
衆
は
踊

り
子
の
太
刀
さ
ば
き
に
見
入
り

ま
す
。

　伝
統
文
化
の
小
さ
な
「
守
り

手
」
た
ち
は
、
息
の
合
っ
た
動

き
で
、
音
頭
役
の
唄
に
合
わ
せ

て
し
な
や
か
に
踊
り
ま
す
。

　

　小
さ
く
と
も
力
強
い
動
き
を

見
せ
る
そ
の
姿
に
、
年
齢
は
関

係
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　伝
統
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た

ち
は
、
こ
の
伝
統
と
と
も
に
、

祭
り
の
た
び
、
大
き
く
成
長
し

て
い
く
の
で
す
。

◆ 特集 ◆ 秋葉祭り ◆◆ 特集 ◆ 秋葉祭り ◆

伝
統
文
化
の

小
さ
な
守
り
手
た
ち

　三
日
が
か
り
の
ご
神
幸
は
、
お
宮
入
り
へ
と
舞
台
は

進
み
ま
す
。
会
場
を
埋
め
尽
く
す
観
客
が
待
ち
構
え
る

境
内
に
現
れ
た
鼻
高
が
、
入
り
口
に
張
ら
れ
た
し
め
縄

を
サ
イ
ハ
ラ
で
払
い
落
と
し
、
祭
り
は
い
よ
い
よ
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
ご
神
体
の
乗
っ
た

み
こ
し
は
、
荒
れ
狂
う
よ
う
に
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

境
内
に
な
だ
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
で
拝
殿
入
り

か
と
思
う
と
、
お
庭
に
引
き
返
し
、
こ
れ
を
10
回
も
繰

り
返
し
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
荒
み
こ
し
。
最
後
の
舞
台
と

あ
っ
て
、
こ
し
守
り
た
ち
は
精
魂
の
限
り
を
尽
く
し
て
、

「
キ
ョ
ー
サ
、
キ
ョ
ー
サ
」
の
声
も
勇
ま
し
く
、
み
こ

し
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。
よ
う
や
く
拝
殿
に
納
め
ら
れ
る

と
、
会
場
か
ら
は
こ
の
日
一
番
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
早
朝
か
ら
重
圧
に
耐
え
て
き
た
こ
し
守
り
た
ち
は
、

安
堵
の
色
を
浮
か
べ
、
今
日
一
日
の
感
動
を
か
み
し
め

る
の
で
す
。

「
キ
ョ
ー
サ
、キ
ョ
ー
サ
」の

              
掛
け
声
勇
ま
し
く

観
衆
を
惹
き
つ
け
る

　
　
　
　
　
小
さ
な「
役
者
」た
ち

ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、

　
い
よ
い
よ
秋
葉
神
社
へ
の
ご
還
幸

祭
り
の
ク
ラ
イ
マッ
ク
ス

祭りを盛り上げた小さな「役者」たち。誇りを感じ、掛け声も勇ましく、しなやかで力強い太刀踊りを披露しました

クライマックスの興奮高まる本殿。ご神体の乗ったみこしを納めようとするが、なかなか納まらない

左右に大きく揺さぶられ、拝殿になだれ込む荒みこし

ご神体が拝殿中央に納められ、胸をなでおろし、
穏やかな表情を見せる道具持ちの一団

家族や観衆の声援を受け、祭りを楽しむ子どもたち。そのかわいいしぐさやりりしい素顔に観衆の目が集まりました

《5》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《4》

か
ち
あ
い



《7》 広報によど川 3月号 広報によど川 3月号 《6》

１月27日　新庁舎建設敷地で、仁淀川町役場本庁舎

の起工式が行われ、町議会議員、町関係職員、地域住

民など約４０人が参列し、工事の安全を祈願しました。

　建築後４０年以上が経過している現庁舎に替わる新

庁舎は免震構造で、鉄筋コンクリートと鉄骨、木材に

よる３階建て。駐車場棟と合わせた延床面積４２００

平方㍍で、構造材などに町産木材を使用します。

　大石町長は「新庁舎は町民に親しみやすく使いやす

く、また災害時にも機能が発揮できるような拠点とし

て大変期待が大きい。町の将来の希望となるような建

物にしたい」と話していました。

２月２４日　ライフラインが途絶えるような大規模災害発生

時の電力確保を目的に、株式会社ヒワサキから本町にプロパ

ンガス専用発電機が寄贈されました。

　寄贈式当日は、日和﨑二郎代表取締役が来庁され、片岡副

町長に目録が贈られました。

　これは地域社会貢献活動の一環として県内３４市町村に対

して行われている取り組みです。寄贈された発電機は、プロ

パンガスを燃料としているため、燃料の劣化が少なく、家庭

で使用しているガスボンベが使用できるなど、災害時の電力

確保に活用されることが期待されます。

１月１７日　仁淀川町が管理する大渡ダム大橋の修繕

を、町に代わり国が代行する工事の着工式典が、国土

交通省四国地方整備局や本県選出の国会議員ら関係者

約５０人が出席して、現地で行われました。

　式典では、大石町長が「この橋は町の生活にとって

大変重要な役割を担っている道路であり、全国に先駆

けて国による修繕代行工事に着手していただき感謝し

たい」とあいさつしました。この後のセレモニーでは、

地元別府小学校の児童と、ふたば保育所の園児による、

吹き流しと鯉のぼりの掲揚と、関係者によるボルト締

結式が行われました。

　工事は、メインケーブル関係の補修、塗り替え塗装、ケーブルとロープをつなぐ部材のボルト交換な

どを行います。工事は２８年度も行われますので、地域の方にはご不便をお掛けすると思われますが、

ご協力をよろしくお願いします。

大渡ダム大橋修繕代行着工式

平成２９年完成に向け仁淀川町新庁舎が起工

災害時の電力確保に期待
株式会社ヒワサキからプロパンガス専用発電機寄贈

ＲＫＣ 高知放送
仁淀川町合併１０周年記念テレビ特番

清流に結ばれて
～仁淀川町の魅力を未来へ～

大渡ダム大橋で記念撮影

起工式（神事）の様子

日和﨑二郎代表取締役（右）から片岡副町長に
目録が贈られました

■放送日時　3月26日（土） 10：30～11：00
　水質日本一の清流仁淀川に代表される豊かな自然に囲まれた仁淀川町は、昨年合併10周年を迎え

ました。番組では合併10周年記念事業の模様や、夏の清流イベント、神楽や秋葉祭りなどの伝統文

化を取り上げ、仁淀川町の魅力を紹介します。また、美しい景観で知られる町の名物ひょうたん桜

や中津渓谷などの空撮映像も見どころのひとつ。自然や伝統を守り、次の世代へ伝えていこうと取

り組む仁淀川町の人々の姿も描かれています。ぜひご覧ください。　　

▲１０周年記念イベント「仁淀川町のおきゃく」（昨年の様子）

放送決定！
！

■問い合わせ

 　池川神楽保存会（櫻間隆支）☎０９０－１５７８－２１７８

日時　３月２７日（日）　午後２時～

場所　大崎地域集会所(旧大崎小学校)

演題　小説『最後の武田』と長篠・

　　　設樂原の戦いの真相について

講師　片岡昌一氏

　　  『最後の武田著者』

プロフィール

仁淀川町加枝出身で一等航海士の資格を
持ち、一時期外国航路に従事し、退職後
横浜で事業を起こし活躍中。
合間を見て我が先祖のルーツを研究する
なか『最後の平家』を発行、続いて『最
後の武田』を発行し現在は横浜に在住。

○主催　武田勝頼土佐の会

○共催　高知県観光ガイド連絡協議会

　　　　仁淀川町の観光を考える会

○後援　仁淀川町、仁淀川町観光協会

〇申込締切　３月２５日（金）

〇申込方法　電話・ＦＡＸ・メール

〇申し込み・問い合わせ

　武田勝頼土佐の会　岡林たばこ店

　 (仁淀川町大崎３４０－１)

　☎・　０８８９－２０－２００３

  メール kindsea@shirt.ocn.ne.jp

イベント情報



町内図書室からのご案内町内図書室からのご案内

《9》 広報によど川 3月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

平成２８年度
仁淀川町総合健診のお知らせ

広報によど川 3月号 《8》

　４月から各地区で総合健診が始まります。身近な場

所で、無料で受けられる健診です。この機会にぜひ年

に１回の健康チェックを受けて、これからも元気な毎

日を送りましょう！！

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜ 教育研究所活動、この一年を振り返る
　こちらの研究所ができて１０年、節目の年が

過ぎようとしています。

　昨年度は、仁淀川町教育の“リニューアルの

年”として、研究所運営に当たってきましたが、

この一年は、コツコツと“実践を積む年”と位

置づけて活動を進めてきました。

本年度の教育目標として、［知］

［徳］［体］それぞれ５つずつ、

合わせて１５の到達目標を掲げ、

達成を目指して学校も、教育委員

会も、教育研究所も力を合わせな

がら取り組んできました。

　例えば、［知］では、全国学力

テストの平均を３ポイント以上上回ることとか、

［徳］では、毎日少なくとも３０分以上の読書、

また、［体］では、柔軟性で全国平均に届くこ

となど、目標値をはっきりと掲げています。学

校も、行政も工夫を重ね、知恵を絞ってきた結

果、一定の成果を挙げて目標に近づいてきまし

たものの、全体ではまだ道半ばというところで

す。研究所も、学校支援を第一に毎日の業務を

行ってきました。なにぶん小さな機関ですので、

メリハリをつけた対応が必要ですが、その点で

は、一年を通して計画的に、重

点を押さえた活動ができたと振

り返っています。ただ、そうし

た活動が必ずしも期待通りの結

果につながっておらず、さらに

検証しながら、レベルアップを

目指さなければなりません。

　学校を取り巻く環境の変化に

伴い、研究所に求められる役割も多様になる中

で、いっそうフットワークを磨き、現場のニー

ズにしっかり応えていけるよう、決意を新たに

しています。　　　

　　　（仁淀川町教育研究所長　堅田潤平）

所内会の様子

　町内には、中央公民館・池川教育事務所・仁淀教育事務所・長者出張所の４カ所に図書室があり

ます。そこには、町が購入した本や寄贈本、県立図書館から定期的に借り入れている本があります。

自由に無料で利用することができます。

　非常食はいつ買いましたか？災害が
起きたら子ども、お年寄り、ペットとの避難
は？女性の目線で確認してみませんか。

今月の新刊本
　中央公民館

『BLUE[S]』 高橋　宣之／著

『NIYODO BLUE』 高橋　宣之／著

『つまをめとらば』 青山　文平／著

　仁淀教育事務所

『Aではない君と』　薬丸 岳／著

『和布で楽しむつるし飾りと和小物』　朝日新聞出版／編

『還暦川柳』　全国老人福祉施設協議会／著

『坂の途中の家』　角田 光代／著

『つまをめとらば』　青山 文平／著 

　池川教育事務所

『高知あるある』　ビーグル３８能勢ヒロシ／著・桃吐マキル／画

『高知「地理・地名・地図」の謎』　宅間一之／監修

『高知のおいしい料理帖』　小島喜和／著

『
家
族
、
ペ
ッ
ト
、
そ
し
て

  

私
を
守
る 

防
災
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

   

　
　

   

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
特
別
編
集

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

■問い合わせ

中央公民館　　　☎３５－００１９

池川教育事務所　☎３４－２４８０

仁淀教育事務所　☎３２－１０４１

■問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課　☎３５－０８８８  

　池川総合支所健康福祉課　☎３４－２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課　☎３２－１１３２

〇詳しい日程や内容につきましては、各家庭にお届

けする希望調査票等でご確認ください。また、何

らかの自覚症状がある方は、健診を待たずに必ず

医療機関を受診してください。

総合健診

女性がん健診

特定健診、がん検診（肺、胃、大腸）、肝炎、ピロリ菌（40歳以上の方）

後期高齢者健診（７５歳以上の方）、前立腺がん（50歳以上の男性）
対象

乳がん（４０歳以上の方）、子宮頸がん（２０歳以上の方）

（２年に１回となるため、前年度受診された方は対象となりません）
対象

※後期高齢者健診の対象が広がりました

　「後期高齢者健診」が、健診日までに７５歳以上の方全員が受けられるようになりました。

　病院で治療中の方も受けることができます。



広報によど川 3月号 《10》《11》 広報によど川 3月号

■■■お知らせコーナー■■■

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の

恩
恵
が
お
よ
び
に
く
い
低
所
得

の
高
齢
者
を
支
援
し
、
平
成
28

年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え

に
も
資
す
る
よ
う
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１

日
）
に
お
い
て
仁
淀
川
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
支

給
条
件
を
満
た
す
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　仁
淀
川
町
で
の
申
請
期
間
お

よ
び
支
給
手
続
き
等
、
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
準
備
が
で
き
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、
平
成

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金

池
川
・
仁
淀
総
合
支
所
の

当
直
体
制
が
変
わ
り
ま
す

28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る

者■
支
給
額

　支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３

万
円

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　池
川
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
４
・
２
１
１
１

　仁
淀
総
合
支
所
住
民
課

　☎
３
２
・
１
１
１
１

　４
月
１
日
か
ら
池
川
・
仁
淀

総
合
支
所
は
休
日
お
よ
び
夜
間

の
当
直
（
宿
直
・
日
直
）
を
廃

止
し
て
無
人
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
出
生
や
婚
姻
、
死
亡

な
ど
各
種
戸
籍
の
受
け
付
け
は

本
庁
舎
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　仁
淀
川
町
役
場
総
務
課

　☎
３
５
・
０
１
１
１

『国民健康保険』および『後期高齢医療保険』の被保険者の皆さんへ
入院時食事代が引き上げられます

※１　下記のいずれかに該当する方は引き続き２６０円です    

○　指定難病患者    

○　平成２７年４月１日以前から平成２８年４月１日まで継続して精神病床に入院している方が退院

　するまでの間（合併症等による同日内の病床移動または再入院も継続して対象）

※２　住民税非課税世帯の方が入院をされる場合、医療機関の窓口へ「限度額適用・標準負担額減額

認定証（減額認定証）」を提示することで、区分Ⅱ・区分Ⅰそれぞれの食事代が適用されます。

「減額認定証」をお持ちでない方は、早目に「減額認定証」の申請をしてください。「減額認定

証」は申請をした月の初日から有効となります。

○申請に必要なもの　①印鑑　②被保険者証

○申請・問い合わせ

　仁淀川町役場町民課　☎３５－１０８８　

　池川総合支所住民課　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課　☎３２－１１１１

　平成２８年４月から、現役並み所得者・一般 (住民税課税世帯) の方の

入院時食事代が引き上げられます。

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

●住所変更の多くなる時期です。

運転免許証の記載事項に変更が

生じた場合、速やかに変更届け

を出さなくてはなりません。

（免許証の住所は、現に居住し

ている住所となっています。住

民票の変更がなくても郵便物等

で変更ができます）

●次回の更新案内ハガキは、免許

証の住所地に届きますので免許

証の記載事項変更をしていない

と届かない場合があります。 

運転免許証の記載変更について 届け出は、ぜひ佐川署でお願いします！

 3月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

 ９日(水) １０：００～１２：００　小児科医の講話（子育て支援センター内）
　　　　 　１３：００～１５：００　小児科医の相談会（中央公民館）　※個別相談は要予約
■問い合わせ　仁淀川町地域子育て支援センター (仁淀川町大崎158)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？
よりよい環境で子育てができるように支援します

広 告

【記載事項の変更届け出義務】

　道路交通法第94条第１項：２万円以下の罰金または科料

■問い合わせ

　交通安全協会佐川支部・佐川警察署　☎２２－ ０１１０

１６ :３０
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ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　

 

中
平

　弘
彦 
様(

川
内
谷)

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　山
下

　加
奈 

様(

東
京
都)

　河
原

　春
香 

様(

東
京
都)

　古
橋

　富
夫 

様(

名
古
屋
市)

　古
橋
み
ど
り 

様(

名
古
屋
市)

　深
沢
千
津
子 

様(

笛
吹
市)

　高
橋

　稔

　

 

様(

大
田
原
市)

　西
森

　博

　

 

様(

高
知
市)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

   

　
　仁
淀
川
町
役
場

　電線の近くで伐採等の作業をされる場合には、事前に四国電力

までご連絡ください。

　現地での立ち会いなど状況を確認のうえ、防護管を取り付ける

などの対策を実施いたします。

～樹木の伐採やせん定作業をされる皆さまへ～
                    （四国電力からのお願い）

『初期消火』の重要性～高吾北消防本部からのお知らせ～

地域おこし協力隊がゆく
「池川こんにゃく」の
　　美味しさとその価値を大切に

　皆さん、こんにちは。１月の大雪には驚きましたが、だんだんと春の兆

しの感じられる日が増えてきました。

　皆さんはいかがお過ごしでしょうか？

　さて、１月から町内で購入させていただいたこんにゃく芋の皮はぎ作業

を進めています。この時期は新芋のこんにゃくになります。新芋は硬さや

水の調整が違ってくるので、こんにゃく作りの難しさを改めて痛感してい

ます。去年も皮はぎ作業をしましたが、１年ぶりなので初めはいろいろと

思い出しながらでした。洗い方、炊き方、しまい方にもそれぞれコツやポ

イントがあり、ちょっとしたことで作業が簡単になったり、大変になった

りします。「何事も考えながら段取りよく」が本当に重要です。

ふる　き  　 あ 　 き 　 こ

～今月は古城亜希子隊員～

もし、伐採した樹木や枝が近くの電線に接触したときは、
感電の恐れがあり、大変危険ですので、絶対に自分で電線や樹木等に

触ろうとしないで、四国電力までご連絡ください。

【停電・電柱・電線等に関する問い合わせ】( ﾖﾝﾃﾞﾝ ﾈｯﾄﾜｰｸｺｰﾙｾﾝﾀｰ )

　四国電力株式会社 須崎営業所 配電センター　　０１２０-４１０-３６６

初期消火の重要性
　初期消火とは、火災の被害を最小限に食い止めるための消火活動です。木造家屋の火災は、初期消火

を行わなければ平均すると約７分で建物全体に火が回り、約２０分で全焼状態になるといわれています。

 ◇初期消火とは一般的には次のような段階にある火災のことを指しています。

　　・ 火がまだ天井（あるいは、自分の身長以上）まで燃え広がっていない状態の火災 

　　・ 火元の状況にもよるが、時間にすると、出火からおおむね２～３分以内の火災 

　したがって、この火災状況を超えるような火の燃え広がりがある場合は初期消火の限界を超えている

ので、消火活動よりも身の安全を第一に考え、速やかに避難することが大切です。

初期
消火の
３原則

初期消火時のポイント
◆  消火器での初期消火は、吹き返しや燃えているものが飛び散ることがあるので注意しましょう

◆  燃えているところに近づきすぎず、適切な距離を保ち初期消火しましょう

◆  煙は、熱気や有毒な成分を含んでいるので、注意しましょう

◆  避難路を確保し、初期消火が無理な状態では速やかに避難をしましょう

◆  初期消火には適切な消火器具、消火設備を使いましょう

■問い合わせ　高吾北消防署　☎２６－２１１１　　仁淀川分署　☎３５－００１７

▲

コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
皮
は
ぎ
も

　手
慣
れ
た
様
子
の
古
城
隊
員

　芋を炊くときは朝６時には火をつけ、コトコトと火が大

きくなり過ぎないように調整しながら、約２時間炊きます。

１回に２００kg強の芋を４～６人で皮はぎをします。こ

んにゃく芋は形が一つ一つ違い大きさもそれぞれなので、

全て手作業でスプーンを使ってはいでいきます。炊き立て

ははぎやすいですが、冷めるとはぎにくくなってしまいま

す。単純作業ですが、はぎやすい芋や大きな芋、小さな芋、

硬い芋、中まで皮が入り込んでいる芋などさまざまです。

外は寒いですが、炊いた蒸気で工場の中は暖かく、皆さん

でいろんな話をしながら、時には笑いもって作業を進めて

います。お昼には何かしら持ち寄ってみんなでお昼ご飯。

これも楽しみの一つです。みんなで食べるご飯は格別です。

　また、長者出身で神奈川県在住の方から広報で見たとご

注文をいただいたり、佐川へ配達に行くと南国市からお客

さまが待っていてくださっているなど、「池川こんにゃ

く」の美味しさと価値を再確認しております。ここにある

価値をこれからも大切にしていきたいと思っています。新

芋のこんにゃくをぜひご賞味ください！

▲

し
っ
か
り
腰
を
据
え
て
、素
手
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
皮
を
は
い
で
い
き
ま
す



広報によど川 3月号 《14》《15》 広報によど川 3月号

仁淀川町行事カレンダー（3月・4月）……… ………

　犬と猫の引き取りは、４月以降については中央西福祉保健所及び小動物管理センターのみでの引き取りとなります。 

広 告

町に納める収納金の今月の口座振替日は、

３月25日 (金 ) です。
※上記の日に引き落としができない場合の再度

　口座振替日は、４月１１日 (月)となります。

口座振替日のお知らせ

文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

仁
淀
俳
壇

田
村

　大
陸

健
康
で
居
た
し
ど
ん
ぶ
り若

菜
粥

松
岡

　豊
子

昼
暗
き
杉
の
木
立
や
落
椿

植
田

　秋
恵

バ
ス
を
待
つ
女
二
人
の

ふ
と
こ
ろ
手

片
岡

　稔
和

点
々
と
け
も
の
足
あ
と
雪
の
朝

市
川

　千
秋

夜
の
少
し
更
く
る
を
待
ち
て

豆
を
撒
く

堀
部

　貞
子

細
長
き
葉
の
そ
の
ま
ゝ
に
薄
氷

古
味

　幸
子

古
着
な
る
袂
の
長
さ
針
供
養

　

川
上

　純
子

手
仕
事
の
は
か
ど
り
少
し

日
脚
伸
ぶ

田
村

　千
草

寒
明
の
ふ
と
遠
回
り
し
て
戻
る

古
味

　孝
子

か
く
し
味
い
ろ
い
ろ
入
れ
る

酢
蕪
か
な

藪
柑
子
句
会荒

木

　青
踏

遺
句
め
き
し
も
の
ふ
た
つ
み
つ

一
月
尽

高
橋

　幸
恵

蕗
の
薹
添
え
て
北
へ
の荷

を
造
る

小
崎

　千
恵

年
酒
酌
む
子
の
歳
な
ど
を

聞
き
な
が
ら

片
岡
代
美
子

煮
魚
に
落
し
蓋
す
る
雪
催

上
岡

　利
寿

話
ま
た
故
人
に
戻
る
野
水
仙

尾
崎
マ
チ
エ

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
る
石
段
初
詣

井
上

　美
智

昨
日
今
日
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の

コ
ー
ト
着
て

高
橋

　房
子

蝋
梅
の
い
の
ち
ま
ろ
や
か

蕾
み
を
り

掛
水

　妙
子

そ
の
な
か
に
筆
字
の
年
賀

き
わ
だ
て
り

藤
原
多
津
子

五
束
の
七
草
袋
市
へ
出
す

　

隅
田

　邦
子

着
ぶ
く
れ
て
店
先
客
と
長
話

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
と
薬
罐
の
音
と

除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

は
に
か
ん
で
抱
負
ぶ
ち
ま
く初

笑

投
稿

俳
句　

　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

薄
霜
を
頭
に
の
せ
た
苳
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　井
上
カ
メ
コ

暖
冬
の
噂
流
れ
て
雪
が
ふ
る

　
　
　
　
　
　
　井
上

　一
明

立
春
と
思
う
朝
寝
の
心
地
よ
さ

　
　
　
　
　
　
　中
越

　勝
子

雪
か
き
や
姉
高
校
時

　
　
　
　
　
　
　
　浮
び
た
り

　
　

          

片
岡

　光
彦

幼
な
子
の
し
た
り
顔
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　毛
毬
か
な

              

掛
水

　信
光

何
処
ま
で
も
真
白
に
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　雪
の
朝

 

広
報
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

Ｐ
６
と
Ｐ
７
の
記
事
に
つ
い
て
、

写
真
説
明
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

■
Ｐ
６
【
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
】

　誤

　左
か
ら
大
野
教
育
長
、

　
　
　松
田
さ
ん
、
氏
次
会
長

　正 
 

右
か
ら
大
野
教
育
長
、

　
　
　松
田
さ
ん
、
氏
次
会
長

■
Ｐ
７
【
な
ら
し
】    

　誤  

木
村
組

   

正  

本
村
組

訂
正
と
お
詫
び

い

　く

と
う

ゆ
き
も
よ
い

い
つ
た
ば

や

　か
ん

い
ち
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード1,000円分」を１名様に。

（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成28年2月1日現在

    人　口5,945人   （-18）  

  　  男　2,775人　　　　　 

  　  女　3,170人　　　　　 

 　    世帯数3,189世帯（-11）     

1月中の届出

転入   6人　 転出  13人

出生   0人　 死亡 11人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成28年3月1日発行（No.128）
編集　仁淀川町広報編集委員会
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〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124
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http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　鳥毛役の頭にたらした色鮮

やかな「たくり」が会場を秋葉

色に染め、独特の舞が観客を

魅了しました。

（２月１１日撮影　関連記事Ｐ２－５）

第128回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　3/18（金）必着表

紙
の
写
真

ウ
ル
ウ
ド
シ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　二
つ
の
も
の
の
違
い
が
あ
ま
り
に
大
き
す

ぎ
て
、
比
較
に
な
ら
な
い
こ
と
の
た
と
え 

2  

人
体
に
有
害
な
細
菌
な
ど
の
微
生
物
の

俗
称

3  

山
中
や
田
園
地
帯
な
ど
で
、
人
家
が
集

ま
っ
て
小
集
落
を
な
し
て
い
る
所

4

　体
の
組
立
て
。
体
つ
き

5

　ま
す
こ
と
。
ふ
え
る
こ
と

6

　牛
乳
や
乳
製
品
を
製
造
す
る
事
業

10

　レ
ン
ズ
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
・
フ
ィ
ル
ム
送
り
機
構
な
ど
を
備
え

て
い
る
機
械

12

　資
格
を
失
う
こ
と

13

　栄
え
る
。
幸
福
に
な
る

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　鳥
類
の
空
中
を
飛
ぶ
た
め
の
器
官 

4

　ま
れ
に
。
思
い
出
し
た
よ
う
に

7  

蚕
の
繭
か
ら
取
っ
た
ま
ま
で
、
手
を
加

え
て
い
な
い
糸

8

　種
類
の
異
な
る
こ
と
。
異
な
っ
た
種
類

9  

薄
桃
色
の
羽
が
美
し
い
水
鳥
の
一
種
。

日
本
で
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た

10

　歯
の
病
気
の
治
療
・
予
防
な
ど
を
す

る
、
医
術
の
一
部
門

11

　人
の
善
意
に
つ
け
こ
み
小
額
の
現
金
を

借
り
る
ふ
り
を
し
て
、
騙
し
取
る
行
為

14

　三
重
県
の
県
庁
所
在
地

15

　旧
国
名
の
一
。
現
在
の
愛
媛
県
に
あ
た
る

16

　ミ
カ
ン
科
の
柑
橘
類
の
一
種
。
果
実
は
や

や
大
き
く
、
多
汁
で
香
り
・
甘
味
が
強
い

17

　名
詞
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
語
に
付
い

て
、
五
（
四
）
段
、
下
二
段
型
活
用
の
動

詞
を
作
り
、
そ
の
状
態
が
進
展
す
る
意

を
表
す
。
「
あ
じ
○
○
」
「
に
ぎ
○
○
」

18

　苦
し
い
境
遇
・
状
況
・
立
場

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数
18
人

　正
解
者
数
18
人

・
当
選
者

■
60
分
コ
ー
ス

　兼

　幸
子
（
竹
ノ
谷
）

■
1
0
0
0
円
ク
ー
ポ
ン

　尾
崎

　久
恵
（
田

　村
） 
西
森
共
榮
（
宮
ヶ
坪
）

　橋
本

　松
子
（
下
土
居
） 
松
本

　夕
（
見
ノ
越
）

　小
笠
原
哲
輔
（
高
知
市
）

忘れていませんか？
　　　土地取引の届け出
【仁淀川町は１０，０００㎡以上が対象】

　国土利用計画法では、乱開発や無秩序な土地利用を

防止するために、一定面積以上（仁淀川町は10,000

㎡以上）の土地取引を行った場合、買主は市町村へ、

その利用目的などを届け出ることとなっています。

　忘れずに届け出てください。

 届け出の必要な取引

  売買、交換、共有物持分の譲渡、一時金を伴う地上

権、賃借権の譲渡または設定等

◆◆◆手続きの方法◆◆◆

■届出者　　土地の権利取得者

　　　　　　（売買の場合であれば買主）

■届出期限　契約締結日を含めて２週間以内に土地

　　　　　　の所在する町村へ届け出をお願いしま

　　　　　　す。

■提出書類

　届出書（３部）と、下記の添付書類（各２部）

　○土地取引に係わる契約書の写し、またはこれに

　　代わるその他の書類

　○土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上

　　の地形図

　○土地およびその付近の状況を明らかにした縮尺

　　５千分の１以上の図面

　○その他（必要に応じて登記申請書、または委任

　　状等の写し）

■問い合わせ・届け出先

　仁淀川町役場企画課　　　

　☎３５－１０８２

　池川総合支所地域振興課　

　☎３４－２１２０

　仁淀総合支所地域振興課　

　☎３２－１１１３
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特
集

　秋
葉
祭
り

放
送
決
定

　仁
淀
川
町
合
併
10
周
年
記
念
テ
レ
ビ
特
番

平
成
29
年
完
成
に
向
け

　仁
淀
川
町
新
庁
舎
が
起
工

大
渡
ダ
ム
大
橋
着
工
式

雲一つない晴天の空に鮮やかに舞う
鳥毛。秋葉祭りの華「鳥毛ひねり」が
訪れた多くの人を魅了しました。
　　　（2月11日　秋葉神社大祭）


